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平
成
２３
年
７
月
２１
日
（
木
）  

集
合
場
所 

Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
北
市

バ
ス
の
り
ば
① 

上
の
口
行

き 

服
部
下
車
現
地
集
合
場

所
：
高
槻
市
営
バ
ス 

府
道

６
号 

服
部
バ
ス
停   

天
候 

 

曇
り 

訪
問
先 

１
）
社
会
福
祉
法
人 

聖
ヨ

ハ
ネ
学
園 

法
人
本
部 

 
 

全
般
説
明
・
理
事
長 

  

野
知
様 

２
）
児
童
養
護
施
設 

聖
ヨ

ハ
ネ
学
園 

 
 

法
人
説
明
と
施
設
説

明
・
施
設
長 

小
野
様 

３
）
障
害
者
支
援
施
設 

地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
光 

 
 

統
括
主
任 

サ
ー
ビ
ス

管
理
責
任
者 

種
本
様 

４
）
ミ
ス
・
ブ
ー
ル
記
念
ホ

ー
ム
（
高
齢
者
総
合
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
）
相
談
員 

草
野
様 

お
忙
し
い
と
こ
ろ
丁
寧
に
説

明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
有
り

難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

  

社
会
福
祉
法
人 

聖
ヨ
ハ
ネ

学
園
は
、
一
八
八
九
年
（
明

治
二
二
年
）
十
一
月
、
米
国
聖

公
会
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い
た

宣
教
師
、
リ
ー
ラ
・
ブ
ー
ル
女

史
の
指
導
の
も
と
、大
阪
聖
ヨ

ハ
ネ
教
会
の
婦
人
会
は
大
阪

市
東
区
石
町
に
二
名
の
孤
児

を
養
護
し
、
貧
院
（
後
の
救
児

院
）
を
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

一
九
四
四
年
（
昭
和
十
九
年
）

に
戦
火
を
避
け
て
現
在
の
所

在
地
（
高
槻
市
宮
之
川
原
・
松

が
丘
地
区
）
に
移
転
し
、
幾
多

の
変
遷
を
経
な
が
ら
高
槻
の

地
に
根
付
き
、一
九
五
二
年
に

社
会
福
祉
法
人
聖
ヨ
ハ
ネ
学

園
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
保
育
所
、
老
人
ホ

ー 

ム
、
障
害
者
施
設
が
開
設

さ
れ
、更
に
福
祉
事
業
の
歴
史

と
実
績
を
高
槻
市
か
ら
評
価

さ
れ
て
障
害
者
関
係
の
委
託

事
業
を
委
ね
ら
れ
、乳
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
身
体
・
知
的

障
害
者
を
含
む
広
い
範
囲
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業

体
と
し
て
地
域
の
信
頼
を
得

て
い
ま
す
。二
〇
〇
七
年
四
月

に
は
、現
在
で
は
市
街
地
と
な

っ
た
本
部
所
在
地
に
障
害
者

地
域
生
活
支
援
セ
ン 

タ
ー
と
し
て
、
入
所

施
設
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
施
設
等
を
開
設
さ

れ
ま
し
た
。 

 

創
始
者
の
リ
ー

ラ
・
ブ
ー
ル
先
生
は
、
次
の

よ
う
な
言
葉
を
残
さ
れ
て
い

ま
す
。「
人
間
の
最
高
の
喜
び

と
幸
せ
は
、
お
金
を
貯
え
る

こ
と
で
も
、
名
誉
を
得
る
こ

と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
も
の
は
す
べ
て
過
ぎ
行

き
ま
す
。
人
間
に
と
っ
て
い

つ
ま
で
経
つ
て
も
変
わ
ら
ぬ

真
の
喜
び
と
幸
せ
は
、
神
を

所
有
す
る
こ
と
で
す
。」
と
。 

そ
れ
か
ら
百
二
十
年
以
上
の

歴
史
を
経
て
、
彼
女
の
信
仰

と
精
神
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

現
在
で
は
幼
児
・
児
童
の
福

祉
、
障
が
い
者
の
福
祉
、
高

齢
者
の
福
祉
と
い
う
三
つ
の

柱
を
も
つ
事
業
体
を
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。 

高
槻
市
の
福
祉
の
問
題
を
み

る
と
き
、
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園
抜

き
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

児
童
部
門
と
し
て 

・
児
童
養
護
施
設 

「
聖
ヨ
ハ

ネ
学
園
」 

（
高
槻
市
宮
之

川
原
二-

九-

一
） 

保
護
者
の
い
な
い
子
ど
も
た

ち
、
家
庭
内
に
お
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
・
理
由
で
家
庭

と
離
れ
て
暮
ら
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
の
生

活
の
場
で
す
。
そ
し
て
子
ど

も
た
ち
が
自
立
の
精
神
を
養

い
、
よ
き
社
会
の
一
員
と
し

て
巣
立
っ
て
い
け
る
よ
う
に

支
援
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

１
才
半
か
ら
１８
才
を
対
象

と
し
、
定
員
八
〇
名
で
、
男

女
比
が
６
：
４
だ
そ
う
で
す
。 

・
保
育
所
「
下
田
部
保
育
園
」 

（
高
槻
市
登
町
一
番
一
号
） 

子
ど
も
た
ち
、
職
員
、
保
護

者
が
共
に
手
を
取
り
合
い
、

共
に
笑
い
、
共
に
助
け
合
う

「
や
さ
し
さ
と
楽
し
さ
の
あ

る
保
育
」
を
目
指
さ
れ
て
し

ま
す
。 

 
 

高
齢
部
門
と
し
て 

・
高
齢
者
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
「
ミ
ス
・
ブ
ー
ル
記
念
ホ

ー
ム
」 

（
高
槻
市
松
が
丘

一-

二
一-

九
） 

介
護
や
支
援
の
必
要
な
高
齢

者
の
方
へ
の
、
各
種
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

利
用
者
の
方
が
い
き
い
き
と

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
支
援

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相

談
の
窓
口
も
設
け
て
お
ら
れ

ま
す 

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ヘ
ル
パ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
、
地
域
包 

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
槻

市
委
託
事
業
） 

障
が
い
児
者
部
門
と
し
て 

・
知
的
障
害
児
通
園
施
設

「
う
の
花
療
育
園
」 

・
障
害
者
デ
イ
や
乳
幼
児

療
育
事
業
、
障
害
者
生
活

支
援
事
業
「
ゆ
う
・
あ
い

セ
ン
タ
ー
」 

・
障
害
者
支
援
施
設
「
地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

光
」  

高
槻
市
宮
之
川
原

二-

九-

一
） 

平
成
一
九
年
四
月
一
日
開

始
、
２０
才
以
上
の
身
体
障

害
者
で
、
生
活
全
般
に
お

い
て
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
方
の
施
設
で
す
。 

入
所
し
て
か
ら
も
、
地
域

で
生
活
し
て
き
た
場
所
と

人
達
の
関
係
を
切
ら
な
い

た
め
に
、
入
所
対
象
者
を

高
槻
市
在
住
者
に
限
定
さ

れ
、定
員
三
十
五
名
で
す
。   
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９月度行事予定 
〝 木々 の間 に樟葉の杜の風 ”：樟葉 

月 日：２０１１年９月１５日(木) 
集合場所：京阪樟葉駅 改札出口 １３時集合 

順 路：京阪樟葉駅→安養寺→市民の森公園→交野天神社・樟葉宮跡の杜(継体天皇

即位伝承地)→砲台場跡→久親恩寺→樟葉京街道→京阪樟葉駅 

そ の 他：１）一般の方の参加も歓迎です。 

２)小雨決行(中止の場合は別途連絡します) 

         ３）枚方観光ヴォランティアガイドの方にガイドをして頂きます。 

 

８月度行事予定 
    〝 森林に囲まれた沢と滝のある まち "：出灰 
月    日： ２０１１年８月１８日（木曜日） 

集 合 場 所： ＪＲ高槻駅北市営バス②乗り場 9:30 集合 

9:34 中畑経由二料行（バスの回数が非常に少ないので

このバスに乗車下さい） 

順    路：高槻駅バス停→出灰バス停→素盞鳴神社→せせらぎの里

「今城文化民芸館」→出灰不動尊 →滝→船宮神社→尸
陀寺（じだじ）跡→出灰バス停→高槻駅バス停 

 

わ
が
ま
ち
紹
介 

“
森
の
中
の
福
祉
の
学
園
「
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園
」
″ 

宮
之
川
原 


